別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：児童福祉費　目：家庭児童福祉費
	事業名:子ども相談センター24時間虐待通報ダイヤル事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部 子ども家庭課 児童養護担当　電話番号：058-272-1111（内2636）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11217@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,180千円（前年度予算額：11,180千円）
	事業内容


	１　事業の内容


児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しており、重大な事案も後を絶たない状況にあるため、児童虐待問題は社会全体で早急に解決すべき重要な課題となっている。
虐待の発生予防と早期発見のためには、子どもの養育に関する問題が大きくなる前に保護者等から子ども相談センターに相談してもらうことや、虐待の疑いを発見した場合にセンターに通報してもらうことが重要である。
２４時間３６５日、虐待に関する通報や相談の電話を受け付ける体制を整備するため、子ども相談センター２４時間虐待通報ダイヤルを実施する。
　（１）２４時間３６５日受付体制
　　子ども相談センター職員が通報等を直接受け付ける平日昼間の時間帯のほか、夜間・休日の電話については専任の相談員が通報者から直接内容を聞き取り、児童虐待などの緊急性の高い事案は速やかに管轄の子ども相談センター職員につなぐこととし、２４時間３６５日、より確実に通報等を受け付ける体制とする。
　（２）専門性の高い電話相談員による的確な応対
　　夜間・休日の電話受付を専門的な電話相談業務に関する実績のある民間事業者に委託することにより、臨床心理士などの資格を有し一定の研修を経た専門性の高い電話相談員が応対し、的確な受付対応や助言等を行う。
	２　所要経費


〇要求額：11,180千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
地域と一体となって、犯罪や暴力、事故の撲滅・防止を図り、安心して暮らせる地域をつくります。
	２　これまでの取組状況


　平成２３年８月から、児童に関する電話相談事業に実績のあるダイヤル・サービス株式会社に夜間休日の相談受付業務を委託し、事業を実施した。平成２３年度中、同社が夜間休日に受け付けた件数は月平均１４件（平成２３年１１月末現在）である。
	３　これまでの取組に対する評価


休日や夜間において、庁舎警備員や留守番電話を介した従来の体制に比べ、より的確に相談を受け付けて対応できる体制が構築できた。

より早期に、効果的に児童虐待への対応を行っていくため、今後も２４時間３６５日、確実に相談を受け付ける体制を維持していく必要がある。
	決定額の考え方



	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	11,180
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,180

	要求額
	11,180
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,180

	決定額
	11,180
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,180

















・記入しないこと

















